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平成28年9月10日◇国頭村議会だより【第102号】 12

　日本のメダルダッシュに沸いたリオ五輪も、１７日間にわたる熱戦の幕を閉じた。史上最多
となった計４１個のメダルの獲得は、４年後の東京五輪への期待を大きくさせる。思う様な結
果が出せなかった選手も、閉会式では誇らしい笑顔を見せた。沢山の感動と勇気を与えてくれ
た選手団に感謝　!
　さて、議員の任期も１期４年。　前半を終えようとしている今、村民の期待と声にちゃんと
応えられているか己に問い、後半に向かおう。

２番　宮城千賀子

議 員 の ひ と こ と

米軍属による県内
女性死体遺棄事件に対する意見書
　平成２８年４月２８日から行方不明になっていた県内の女性会社員が恩納村の県道１０４号線

沿いの雑木林で遺体となって発見され、沖縄県警は嘉手納基地で軍属として働く男を逮捕した。

米軍属による今回の死体遺棄事件は、再び沖縄県民に大きな衝撃と不安を与えている。

　前途ある若者の未来を断ち切り親族や友人、関係者、沖縄県民を深い悲しみと怒りに陥れた。

　これまで、米軍人、軍属等による事件・事故が発生するたびに綱紀粛正や再発防止の強化、

教育の徹底、外出禁止令等を沖縄防衛局や在沖米国総領事等関係機関へ再三抗議・要請をし

ているにもかかわらず、事件が繰り返されることに激しい憤りを禁じ得ない。度重なる、米軍人、

軍属等による事件・事故は、県民に不安と恐怖を与えており、これまで再発防止策を講ずるよ

う要請してきたが効果を上げておらず、より抜本的な対策を強く求める。

　よって、本村議会は事件の全容解明を求めるとともに、県民の人権、生命、財産を守る立場

から、今後いかなる事件・事故も起こさぬよう厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やか

に実現されるよう強く要求する。

記

１　遺族に対する謝罪と完全な補償を行うこと

２　日米地位協定を抜本的に改定すること

３　米軍人・軍属の綱紀粛正と教育を徹底し、実効性のある再発防止策を速やかに公表すること

４　在沖米軍基地の整理縮小、米兵の削減を促進すること

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２８年６月２日

沖縄県国頭村議会

宛　　先

内閣総理大臣　　防衛大臣　　外務大臣　　内閣官房長官

沖縄及び北方対策担当大臣　　外務省沖縄特命全権大使　　沖縄防衛局長



平成28年9月10日◇国頭村議会だより【第102号】 2平成28年9月10日 ◇国頭村議会だより【第102号】3

　平成２８年第６回（６月）国頭村議会定例会は、６月１０日から６月２２日までの１３日間で開催
された。 本定例会に提案された議案は、補正予算３件、条例改正等４件、指定管理者の指定２件、
計画変更等３件、請負契約４件、人事案件１件、諮問１件、報告２件、一般質問は８名の議員が質問
された。一般会計補正予算（第２号）については、６月１７日の予算特別委員会において、文教経済
委員５名の予算修正動議が提出され、減額となる修正案が賛成多数で可決された。

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）

平成２８年度国頭村一般会計補正予算
（第２号）

歳入歳出それぞれ698，418千円を追加し、4,866,814千円
と定める。43号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村簡易水道特別会計補正予算
（第１号）

歳入歳出それぞれ11,514千円を追加し、232,558千円と
定める。45号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出それぞれ376千円を追加し、989,288千円と
定める。44号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

国頭村人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例の一部改正

地方公務員法が一部改正されたことに伴い、本条例の一部を
改正するため。46号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

国頭村ふるさと創生基金の設置、管理及び処分に関
する条例の廃止

国頭村ふるさと創生基金制度の廃止による、本条例廃止の
ため。47号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）

やんばる３村観光連携拠点施設の設置及び管理に
関する条例の制定

地方自治法第２４４条の２第１項の規定による、施設の設置及
び管理に関する条例の制定。48号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村出産祝金に関する条例の一部改正 支給額の変更に伴い、本条例の一部を改正するため。49号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）国頭村過疎地域自立促進計画の一部変更 国頭村過疎地域自立促進計画の一部を変更するため。53号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）電気計装設備工事請負契約

①契約の目的　　電気計装設備工事
②契約の方法　　指名競争入札
③契約金額　　　53,460,000円
④契約の相手方　（有）沖縄小堀電機
　　　　　　　　代表取締役　宇根　良彦

55号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村地域防災計画の変更 国、県における防災基準等の変更に伴う、国頭村防災計画の

一部を変更するため。51号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）指定管理者の指定

施設の名称　　やんばる３村観光連携拠点施設
指定する団体　国頭村観光物産株式会社
指定の期間　平成28年7月24日～平成30年3月31日

50号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村教育委員会委員の任命

住　　所　　国頭村字鏡地253番地
氏　　名　　島袋　晴美
生年月日　　昭和43年1月14日

57号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）指定管理者の指定

施設の名称　　　旧与那トンネル隣接公園
指定する団体　　ヘリオス酒造株式会社
指定の期間　　　平成28年7月1日～平成33年3月31日

59号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村辺地総合整備計画の一部変更 国頭村辺地第七次総合整備計画の一部を変更するため。52号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）安波船溜まり施設整備工事請負契約の変更

①変更前の契約金額　　　203,086,440円
②今回変更による増額　　    4,457,160円
③変更後の契約金額　　　207,543,600円

54号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）

やんばる３村観光連携拠点施設建築工事請負契約
の変更

①変更前の契約金額　　　272,700,000円
②今回変更による増額　　    9,720,000円
③変更後の契約金額　　　282,420,000円

56号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）辺土名川河川整備工事（Ｈ２８）請負契約

①契約の目的　　辺土名川河川整備工事（Ｈ28）
②契約の方法　　指名競争入札
③契約金額　　　127,254,780円
④契約の相手方　（有）北勝建設
　　　　　　　　代表取締役　新里　勝則

58号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成２８年第６回（６月）国頭村議会定例会

一般会計補正予算 減額修正案を可決！！報 告 第 受   理平成２７年度国頭村繰越明許費繰越計算書の報告
一般会計の繰越事業件数　14件
繰越金額　　　　　854，983千円
簡易水道事業の繰越件数　2件
繰越金額　　　　　　　1，700千円

3号

諮 問 第 原 案 承 認
（全会一致）人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

住　　所　　国頭村字安田107番地
氏　　名　　宮城　秀子
生年月日　　昭和35年9月22日

1号

報 告 第 受   理議会の委任による専決処分の報告
やんばる３村観光連携拠施設機械設備工事請負契約の変更
①変更前の契約金額　　　　81，000，000円
②今回変更による増額　　　  3，877，200円　　　　　
③変更後の契約金額　　　　84，877，200円

4号

国道５８号未整備区間の
整備促進に関する意見書（抜粋）

　主要幹線道路である国道５８号が、復帰後から国管理のもと、年次的に整備改修がなされてきた。

　しかしながら、宇嘉以北の約１.２キロ区間は、いまだに歩道未整備のままであり、歩行者には大変危

険な状況となっている。

　そのため、徒歩観光客などが増えていくと重大な事故が懸念される。又、台風襲来時には、与那

以北が通行規制される場合があり、村民はもとより観光客にも大きな負担をかけている。国頭村では、

世界に誇れる豊かな自然を国、県とともに世界自然遺産登録を目指し、取り組んでいる。県外、国外

からの観光客は、ますます増加するものと推測され、交通渋滞への対応とともに、観光振興・地域

活性化の支援、災害対策や救急搬送など、増大・多様化する交通需要への対応が求められることから、

沖縄本島を縦断する幹線道路である国道５８号未整備区間の早急な整備が必要である。

　ついては、下記事項について特段のご配慮を強く要望する。

記

１．国道５８号与那区から宜名真間の通行規制区間の解消を図るため早期整備を推進すること

２．沖縄は台風常襲地帯であり、過去の電柱倒壊等の甚大な被害を踏まえ、防災機能の向上を図

るとともに、質の高い観光・リゾート地の形成を図るための無電柱化、美しい道路景観の創出・

保全、良質な道路緑化等を推進すること

３．国道５８号名護以北における高波対策、バイパス整備及び現道拡幅整備と歩道未整備区間を

整備促進すること

４．高規格道路の辺土名までの北伸整備を早期実現すること

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２８年６月２２日

沖縄県国頭村議会

宛　　先

沖縄総合事務局長　　北部国道事務所長
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　平成２８年第６回（６月）国頭村議会定例会は、６月１０日から６月２２日までの１３日間で開催
された。 本定例会に提案された議案は、補正予算３件、条例改正等４件、指定管理者の指定２件、
計画変更等３件、請負契約４件、人事案件１件、諮問１件、報告２件、一般質問は８名の議員が質問
された。一般会計補正予算（第２号）については、６月１７日の予算特別委員会において、文教経済
委員５名の予算修正動議が提出され、減額となる修正案が賛成多数で可決された。

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）

平成２８年度国頭村一般会計補正予算
（第２号）

歳入歳出それぞれ698，418千円を追加し、4,866,814千円
と定める。43号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村簡易水道特別会計補正予算
（第１号）

歳入歳出それぞれ11,514千円を追加し、232,558千円と
定める。45号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

平成２８年度国頭村国民健康保険特別会計補正予
算（第１号）

歳入歳出それぞれ376千円を追加し、989,288千円と
定める。44号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

国頭村人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例の一部改正

地方公務員法が一部改正されたことに伴い、本条例の一部を
改正するため。46号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）

国頭村ふるさと創生基金の設置、管理及び処分に関
する条例の廃止

国頭村ふるさと創生基金制度の廃止による、本条例廃止の
ため。47号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）

やんばる３村観光連携拠点施設の設置及び管理に
関する条例の制定

地方自治法第２４４条の２第１項の規定による、施設の設置及
び管理に関する条例の制定。48号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村出産祝金に関する条例の一部改正 支給額の変更に伴い、本条例の一部を改正するため。49号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）国頭村過疎地域自立促進計画の一部変更 国頭村過疎地域自立促進計画の一部を変更するため。53号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）電気計装設備工事請負契約

①契約の目的　　電気計装設備工事
②契約の方法　　指名競争入札
③契約金額　　　53,460,000円
④契約の相手方　（有）沖縄小堀電機
　　　　　　　　代表取締役　宇根　良彦

55号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村地域防災計画の変更 国、県における防災基準等の変更に伴う、国頭村防災計画の

一部を変更するため。51号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）指定管理者の指定

施設の名称　　やんばる３村観光連携拠点施設
指定する団体　国頭村観光物産株式会社
指定の期間　平成28年7月24日～平成30年3月31日

50号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村教育委員会委員の任命

住　　所　　国頭村字鏡地253番地
氏　　名　　島袋　晴美
生年月日　　昭和43年1月14日

57号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）指定管理者の指定

施設の名称　　　旧与那トンネル隣接公園
指定する団体　　ヘリオス酒造株式会社
指定の期間　　　平成28年7月1日～平成33年3月31日

59号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）国頭村辺地総合整備計画の一部変更 国頭村辺地第七次総合整備計画の一部を変更するため。52号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）安波船溜まり施設整備工事請負契約の変更

①変更前の契約金額　　　203,086,440円
②今回変更による増額　　    4,457,160円
③変更後の契約金額　　　207,543,600円

54号

議 案 第 原 案 可 決
（賛成多数）

やんばる３村観光連携拠点施設建築工事請負契約
の変更

①変更前の契約金額　　　272,700,000円
②今回変更による増額　　    9,720,000円
③変更後の契約金額　　　282,420,000円

56号

議 案 第 原 案 可 決
（全会一致）辺土名川河川整備工事（Ｈ２８）請負契約

①契約の目的　　辺土名川河川整備工事（Ｈ28）
②契約の方法　　指名競争入札
③契約金額　　　127,254,780円
④契約の相手方　（有）北勝建設
　　　　　　　　代表取締役　新里　勝則

58号

議案番号 結　果件　　名 議　案　等　の　概　要　

平成２８年第６回（６月）国頭村議会定例会

一般会計補正予算 減額修正案を可決！！報 告 第 受   理平成２７年度国頭村繰越明許費繰越計算書の報告
一般会計の繰越事業件数　14件
繰越金額　　　　　854，983千円
簡易水道事業の繰越件数　2件
繰越金額　　　　　　　1，700千円

3号

諮 問 第 原 案 承 認
（全会一致）人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

住　　所　　国頭村字安田107番地
氏　　名　　宮城　秀子
生年月日　　昭和35年9月22日

1号

報 告 第 受   理議会の委任による専決処分の報告
やんばる３村観光連携拠施設機械設備工事請負契約の変更
①変更前の契約金額　　　　81，000，000円
②今回変更による増額　　　  3，877，200円　　　　　
③変更後の契約金額　　　　84，877，200円

4号

国道５８号未整備区間の
整備促進に関する意見書（抜粋）

　主要幹線道路である国道５８号が、復帰後から国管理のもと、年次的に整備改修がなされてきた。

　しかしながら、宇嘉以北の約１.２キロ区間は、いまだに歩道未整備のままであり、歩行者には大変危

険な状況となっている。

　そのため、徒歩観光客などが増えていくと重大な事故が懸念される。又、台風襲来時には、与那

以北が通行規制される場合があり、村民はもとより観光客にも大きな負担をかけている。国頭村では、

世界に誇れる豊かな自然を国、県とともに世界自然遺産登録を目指し、取り組んでいる。県外、国外

からの観光客は、ますます増加するものと推測され、交通渋滞への対応とともに、観光振興・地域

活性化の支援、災害対策や救急搬送など、増大・多様化する交通需要への対応が求められることから、

沖縄本島を縦断する幹線道路である国道５８号未整備区間の早急な整備が必要である。

　ついては、下記事項について特段のご配慮を強く要望する。

記

１．国道５８号与那区から宜名真間の通行規制区間の解消を図るため早期整備を推進すること

２．沖縄は台風常襲地帯であり、過去の電柱倒壊等の甚大な被害を踏まえ、防災機能の向上を図

るとともに、質の高い観光・リゾート地の形成を図るための無電柱化、美しい道路景観の創出・

保全、良質な道路緑化等を推進すること

３．国道５８号名護以北における高波対策、バイパス整備及び現道拡幅整備と歩道未整備区間を

整備促進すること

４．高規格道路の辺土名までの北伸整備を早期実現すること

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２８年６月２２日

沖縄県国頭村議会

宛　　先

沖縄総合事務局長　　北部国道事務所長
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〔一般質問〕 6月定例議会〔一般質問〕 6月定例議会
①
何
年
度
に
解
体
撤
去
を
行
う

の
か
。

②
解
体
費
用
は
ど
の
程
度
か
か

る
の
か
。

③
大
宜
味
村
、
東
村
に
も
費
用

の
負
担
を
求
め
る
の
か
。

④
跡
地
の
利
用
計
画
は
あ
る
の

か
。

①
②
ま
ず
、
ご
み
焼
却
施
設
、

現
在
の
環
境
セ
ン
タ
ー
の
解
体

計
画
等
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。　こ

の
ご
み
焼
却
施
設
の
解
体

撤
去
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
村
と
し
て
は
、
計
画
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
解
体
撤
去
費
用

の
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
踏
ま

え
て
解
体
撤
去
の
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

③
ま
た
、
大
宜
味
村
、
東
村
に

も
費
用
の
負
担
を
求
め
る
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
両
村
と
協

議
を
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

④
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
検
討
は
今
、
さ
れ
て

お
ら
ず
、
今
後
解
体
撤
去
も
含

め
、
国
や
県
と
協
議
を
行
い
、

補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
跡
地

利
用
施
設
の
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

①
平
成
26
年
度
、
平
成
27
年
度

の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
額
は
い
く
ら
か
。

②
平
成
26
年
度
、
平
成
27
年
度

の
カ
ラ
ス
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

羽
数
、
頭
数
は
い
く
ら
か
。

③
捕
獲
箱
の
設
置
状
況
と
管
理

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

④
駆
除
隊
要
員
は
、
現
在
何
人

い
る
か
。
ま
た
、
活
動
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

⑤
北
部
広
域
で
の
活
動
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
有
害
鳥
獣
の
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
度
、
平
成
27

年
度
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
額
に
つ
い
て
、
平
成

26
年
度
が
９
７
２
万
９
千
円
、

平
成
27
年
度
は
６
９
４
万
６
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
平
成
26
年
度
、
平
成
27
年
度

の
カ
ラ
ス
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

羽
数
、
捕
獲
頭
数
に
つ
き
ま
し

て
は
、
カ
ラ
ス
が
平
成
26
年
度

１
５
６
１
羽
、
平
成
27
年
度
１

４
８
９
羽
で
す
。

　ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭

数
は
、
平
成
26
年
度
２
２
７

頭
、
平
成
27
年
度
１
８
０
頭
で

し
た
。

③
有
害
鳥
獣
捕
獲
箱
の
設
置
状

況
と
管
理
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
把
握
し
て
い
る
カ

ラ
ス
の
捕
獲
箱
は
、
浜
か
ら
与

那
間
の
辺
土
名
地
区
に
１
基
、

謝
敷
か
ら
辺
戸
間
の
西
地
区
に

４
基
、
奥
か
ら
安
波
間
の
東
地

区
に
17
基
の
計
22
基
で
す
。

　

　管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
個
人
で
の
管
理
を
依
頼

し
て
お
り
、
年
２
回
の
口
ば
し

の
買
い
取
り
で
管
理
費
を
捻
出

し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

④
駆
除
隊
要
員
数
及
び
活
動
状

況
に
つ
い
て
は
、
国
頭
村
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
が
12
人
、
安

波
地
区
専
従
の
駆
除
隊
が
７
人

で
合
計
19
人
の
駆
除
隊
員
が
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　活
動
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
や
農
家
の
被
害
報
告

を
も
と
に
、
現
場
に
出
向
き
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
ほ
か
、
農
家

か
ら
の
情
報
を
得
て
、
農
地
へ

の
張
り
込
み
等
を
行
い
、
駆
除

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
要
請
に
応
じ
て
地
域

を
限
定
し
、
カ
ラ
ス
の
駆
除
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
北
部
広
域
の
活
動
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
北
部
広
域
の
カ

ラ
ス
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
広

範
囲
に
わ
た
り
発
生
を
し
て
、

市
町
村
単
位
の
駆
除
に
は
限
界

が
あ
り
、
広
域
で
連
携
し
た
対

応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
か
ら
北
部
広
域
一

斉
活
動
が
始
動
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
活
動
は
、
６
月
か
ら

９
月
、
11
月
か
ら
２
月
の
第
１

日
曜
日
を
基
本
に
、
年
８
回
カ

ラ
ス
の
北
部
広
域
一
斉
駆
除
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
カ
ラ
ス
の
捕
獲
箱
の

設
置
や
狩
猟
免
許
取
得
講
習
会

の
開
催
、
カ
ラ
ス
及
び
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
対
策
検
討
会
等
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　自
治
体
の
ピ
ー
ア
ー
ル
、
特

産
品
の
ピ
ー
ア
ー
ル
、
特
産
品

の
販
路
拡
大
、
観
光
案
内
や
誘

客
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
地
域
情
報

発
信
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
地
域
の
魅
力
を
ピ
ー
ア
ー
ル

す
る
総
合
拠
点
と
し
て
の
国
頭

村
・
大
宜
味
村
・
東
村
連
携
に

よ
る
那
覇
近
郊
で
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
は
。

　東
村
、
大
宜
味
村
に
確
認
を

し
た
。
必
要
性
は
感
じ
る
が
、

設
置
場
所
、
輸
送
コ
ス
ト
、
人

件
費
、
運
営
管
理
体
制
等
、
課

題
が
多
い
た
め
検
討
に
時
間
を

要
す
る
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　本
村
と
し
て
も
同
様
の
課
題

が
あ
り
時
間
を
か
け
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

　国
や
沖
縄
県
の
関
係
者
に
本

村
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
と

し
て
、
生
物
多
様
性
に
と
ん
だ

特
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
国
立
自

然
史
博
物
館
誘
致
を
表
明
し
て

き
た
。
日
本
学
術
会
議
の
委
員

を
し
た
研
究
者
を
講
師
と
し
て

招
い
て
、
国
頭
村
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
で
き
る
方
向
で
関

係
者
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　今
年
度
か
ら
村
の
一
括
交
付

金
を
活
用
し
て
、
平
成
32
年
ま

で
の
５
年
間
、
中
学
３
年
生
を

対
象
に
９
月
か
ら
翌
年
の
２
月

ま
で
週
３
回
の
予
定
で
実
施
す

る
方
向
で
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。　ど

の
時
点
で
年
間
を
通
し
て

で
き
る
の
か
、
こ
れ
も
前
向
き

に
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　温
泉
資
源
は
、
地
域
活
性
化

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
福
祉
施

設
、
ホ
テ
ル
な
ど
施
設
の
高
付

加
価
値
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら

温
泉
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
村
の
温
泉
郷
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
手
順

で
調
査
を
進
め
て
い
け
る
の

か
、
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　高
速
道
路
の
北
伸
・
高
規
格

道
路
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
北

部
市
町
村
会
及
び
北
部
振
興
会

の
連
名
に
よ
る
要
請
後
、
そ
の

実
現
に
つ
い
て
政
府
か
ら
前
向

き
な
回
答
が
あ
っ
た
の
か
。

　何
年
度
予
算
で
調
査
費
が
計

上
さ
れ
本
格
始
動
す
る
目
途
が

あ
る
の
か
。

　今
の
時
点
で
、
具
体
的
な
回

答
が
示
さ
れ
て
な
い
。
５
月
に

は
、
内
閣
府
や
国
土
交
通
省
な

ど
へ
の
要
請
の
中
で
、
国
頭

村
、
大
宜
味
村
、
東
村
へ
の
地

域
高
規
格
道
路
の
延
伸
を
図
る

よ
う
要
請
を
し
て
い
る
。

　国
や
県
の
補
助
事
業
等
の
導

入
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
根
拠

づ
け
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

　そ
こ
で
地
形
に
あ
っ
た
線
形

が
設
定
で
き
、
環
境
へ
の
負
荷

が
少
な
い
工
法
で
、
か
つ
低
コ

ス
ト
で
の
事
業
で
可
能
な
歩
道

で
の
整
備
の
実
施
を
考
え
て
い

る
。　大

変
厳
し
い
と
い
う
話
が

あ
っ
た
が
、
日
本
の
土
木
工
学

や
環
境
の
専
門
家
に
現
地
を
見

て
も
ら
っ
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
。　架

橋
に
つ
い
て
は
難
し
い
と

い
う
の
が
、
私
自
身
の
感
想
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
や
ら

な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
け
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
や
る

に
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
い

て
、
例
え
ば
北
部
一
括
交
付
金

事
業
、
北
部
振
興
事
業
で
、
で

き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
あ
た
り

か
ら
せ
め
る
の
が
い
い
の
か
。

　専
門
家
を
招
い
て
工
法
を
検

討
す
る
よ
り
も
必
要
性
を
ど
う

認
識
さ
せ
る
か
、
ま
ず
は
や
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
で

き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

知 花  正 寛
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

答
村

　長

答
村

　長

問
国
立
自
然
史
博
物
館
誘

致
活
動
の
状
況
と
今
後

の
展
開
は

山 城  弘 一
議員

問
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

開
設
に
つ
い
て

問
高
速
道
路
の
北
伸
等
に

つ
い
て

問
村
営
無
料
塾
の
開
設
の

取
り
組
み
状
況
は

年
間
を
通
じ
て
の
無
料

塾
開
設
は

答
村

　長

答
村

　長

問
森
林
公
園
と
旧
三
愛
跡

地
間
の
架
橋
建
設
の
実

現
に
向
け
て
の
取
り
組

み
は

答
村

　長

答
村

　長

問
温
泉
を
削
掘
し
て
、
本

村
の
素
晴
ら
し
い
山
・

川
・
海
を
背
景
に
し
た

温
泉
郷
を
構
築
す
べ
き

で
は

【
再
質
問
】

問
ご
み
焼
却
施
設
（
環
境

セ
ン
タ
ー
）
の
解
体
撤

去
計
画
に
つ
い
て

問
有
害
鳥
獣
の
被
害
対
策

に
つ
い
て
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〔一般質問〕 6月定例議会〔一般質問〕 6月定例議会
①
何
年
度
に
解
体
撤
去
を
行
う

の
か
。

②
解
体
費
用
は
ど
の
程
度
か
か

る
の
か
。

③
大
宜
味
村
、
東
村
に
も
費
用

の
負
担
を
求
め
る
の
か
。

④
跡
地
の
利
用
計
画
は
あ
る
の

か
。

①
②
ま
ず
、
ご
み
焼
却
施
設
、

現
在
の
環
境
セ
ン
タ
ー
の
解
体

計
画
等
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。　こ

の
ご
み
焼
却
施
設
の
解
体

撤
去
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
村
と
し
て
は
、
計
画
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
解
体
撤
去
費
用

の
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
踏
ま

え
て
解
体
撤
去
の
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

③
ま
た
、
大
宜
味
村
、
東
村
に

も
費
用
の
負
担
を
求
め
る
か
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
両
村
と
協

議
を
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

④
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
検
討
は
今
、
さ
れ
て

お
ら
ず
、
今
後
解
体
撤
去
も
含

め
、
国
や
県
と
協
議
を
行
い
、

補
助
事
業
の
対
象
と
な
る
跡
地

利
用
施
設
の
計
画
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

①
平
成
26
年
度
、
平
成
27
年
度

の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
額
は
い
く
ら
か
。

②
平
成
26
年
度
、
平
成
27
年
度

の
カ
ラ
ス
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

羽
数
、
頭
数
は
い
く
ら
か
。

③
捕
獲
箱
の
設
置
状
況
と
管
理

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

④
駆
除
隊
要
員
は
、
現
在
何
人

い
る
か
。
ま
た
、
活
動
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

⑤
北
部
広
域
で
の
活
動
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

①
有
害
鳥
獣
の
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
度
、
平
成
27

年
度
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
額
に
つ
い
て
、
平
成

26
年
度
が
９
７
２
万
９
千
円
、

平
成
27
年
度
は
６
９
４
万
６
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

②
平
成
26
年
度
、
平
成
27
年
度

の
カ
ラ
ス
と
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

羽
数
、
捕
獲
頭
数
に
つ
き
ま
し

て
は
、
カ
ラ
ス
が
平
成
26
年
度

１
５
６
１
羽
、
平
成
27
年
度
１

４
８
９
羽
で
す
。

　ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭

数
は
、
平
成
26
年
度
２
２
７

頭
、
平
成
27
年
度
１
８
０
頭
で

し
た
。

③
有
害
鳥
獣
捕
獲
箱
の
設
置
状

況
と
管
理
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
把
握
し
て
い
る
カ

ラ
ス
の
捕
獲
箱
は
、
浜
か
ら
与

那
間
の
辺
土
名
地
区
に
１
基
、

謝
敷
か
ら
辺
戸
間
の
西
地
区
に

４
基
、
奥
か
ら
安
波
間
の
東
地

区
に
17
基
の
計
22
基
で
す
。

　

　管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
個
人
で
の
管
理
を
依
頼

し
て
お
り
、
年
２
回
の
口
ば
し

の
買
い
取
り
で
管
理
費
を
捻
出

し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

④
駆
除
隊
要
員
数
及
び
活
動
状

況
に
つ
い
て
は
、
国
頭
村
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
が
12
人
、
安

波
地
区
専
従
の
駆
除
隊
が
７
人

で
合
計
19
人
の
駆
除
隊
員
が
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　活
動
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
域
や
農
家
の
被
害
報
告

を
も
と
に
、
現
場
に
出
向
き
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
ほ
か
、
農
家

か
ら
の
情
報
を
得
て
、
農
地
へ

の
張
り
込
み
等
を
行
い
、
駆
除

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
要
請
に
応
じ
て
地
域

を
限
定
し
、
カ
ラ
ス
の
駆
除
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
北
部
広
域
の
活
動
状
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
北
部
広
域
の
カ

ラ
ス
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
広

範
囲
に
わ
た
り
発
生
を
し
て
、

市
町
村
単
位
の
駆
除
に
は
限
界

が
あ
り
、
広
域
で
連
携
し
た
対

応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
か
ら
北
部
広
域
一

斉
活
動
が
始
動
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
活
動
は
、
６
月
か
ら

９
月
、
11
月
か
ら
２
月
の
第
１

日
曜
日
を
基
本
に
、
年
８
回
カ

ラ
ス
の
北
部
広
域
一
斉
駆
除
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
カ
ラ
ス
の
捕
獲
箱
の

設
置
や
狩
猟
免
許
取
得
講
習
会

の
開
催
、
カ
ラ
ス
及
び
イ
ノ
シ

シ
の
被
害
対
策
検
討
会
等
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　自
治
体
の
ピ
ー
ア
ー
ル
、
特

産
品
の
ピ
ー
ア
ー
ル
、
特
産
品

の
販
路
拡
大
、
観
光
案
内
や
誘

客
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
地
域
情
報

発
信
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

て
地
域
の
魅
力
を
ピ
ー
ア
ー
ル

す
る
総
合
拠
点
と
し
て
の
国
頭

村
・
大
宜
味
村
・
東
村
連
携
に

よ
る
那
覇
近
郊
で
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
は
。

　東
村
、
大
宜
味
村
に
確
認
を

し
た
。
必
要
性
は
感
じ
る
が
、

設
置
場
所
、
輸
送
コ
ス
ト
、
人

件
費
、
運
営
管
理
体
制
等
、
課

題
が
多
い
た
め
検
討
に
時
間
を

要
す
る
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　本
村
と
し
て
も
同
様
の
課
題

が
あ
り
時
間
を
か
け
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

　国
や
沖
縄
県
の
関
係
者
に
本

村
の
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
と

し
て
、
生
物
多
様
性
に
と
ん
だ

特
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
国
立
自

然
史
博
物
館
誘
致
を
表
明
し
て

き
た
。
日
本
学
術
会
議
の
委
員

を
し
た
研
究
者
を
講
師
と
し
て

招
い
て
、
国
頭
村
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
で
き
る
方
向
で
関

係
者
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　今
年
度
か
ら
村
の
一
括
交
付

金
を
活
用
し
て
、
平
成
32
年
ま

で
の
５
年
間
、
中
学
３
年
生
を

対
象
に
９
月
か
ら
翌
年
の
２
月

ま
で
週
３
回
の
予
定
で
実
施
す

る
方
向
で
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。　ど

の
時
点
で
年
間
を
通
し
て

で
き
る
の
か
、
こ
れ
も
前
向
き

に
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　温
泉
資
源
は
、
地
域
活
性
化

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
福
祉
施

設
、
ホ
テ
ル
な
ど
施
設
の
高
付

加
価
値
な
ど
様
々
な
側
面
か
ら

温
泉
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
村
の
温
泉
郷
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
手
順

で
調
査
を
進
め
て
い
け
る
の

か
、
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　高
速
道
路
の
北
伸
・
高
規
格

道
路
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
北

部
市
町
村
会
及
び
北
部
振
興
会

の
連
名
に
よ
る
要
請
後
、
そ
の

実
現
に
つ
い
て
政
府
か
ら
前
向

き
な
回
答
が
あ
っ
た
の
か
。

　何
年
度
予
算
で
調
査
費
が
計

上
さ
れ
本
格
始
動
す
る
目
途
が

あ
る
の
か
。

　今
の
時
点
で
、
具
体
的
な
回

答
が
示
さ
れ
て
な
い
。
５
月
に

は
、
内
閣
府
や
国
土
交
通
省
な

ど
へ
の
要
請
の
中
で
、
国
頭

村
、
大
宜
味
村
、
東
村
へ
の
地

域
高
規
格
道
路
の
延
伸
を
図
る

よ
う
要
請
を
し
て
い
る
。

　国
や
県
の
補
助
事
業
等
の
導

入
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
根
拠

づ
け
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

　そ
こ
で
地
形
に
あ
っ
た
線
形

が
設
定
で
き
、
環
境
へ
の
負
荷

が
少
な
い
工
法
で
、
か
つ
低
コ

ス
ト
で
の
事
業
で
可
能
な
歩
道

で
の
整
備
の
実
施
を
考
え
て
い

る
。　大

変
厳
し
い
と
い
う
話
が

あ
っ
た
が
、
日
本
の
土
木
工
学

や
環
境
の
専
門
家
に
現
地
を
見

て
も
ら
っ
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
。　架

橋
に
つ
い
て
は
難
し
い
と

い
う
の
が
、
私
自
身
の
感
想
で

す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
や
ら

な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
け
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
や
る

に
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
い

て
、
例
え
ば
北
部
一
括
交
付
金

事
業
、
北
部
振
興
事
業
で
、
で

き
る
か
ど
う
か
、
そ
の
あ
た
り

か
ら
せ
め
る
の
が
い
い
の
か
。

　専
門
家
を
招
い
て
工
法
を
検

討
す
る
よ
り
も
必
要
性
を
ど
う

認
識
さ
せ
る
か
、
ま
ず
は
や
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
で

き
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き

た
い
。

知 花  正 寛
議員

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

答
村

　長

答
村

　長

問
国
立
自
然
史
博
物
館
誘

致
活
動
の
状
況
と
今
後

の
展
開
は

山 城  弘 一
議員

問
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

開
設
に
つ
い
て

問
高
速
道
路
の
北
伸
等
に

つ
い
て

問
村
営
無
料
塾
の
開
設
の

取
り
組
み
状
況
は

年
間
を
通
じ
て
の
無
料

塾
開
設
は

答
村

　長

答
村

　長

問
森
林
公
園
と
旧
三
愛
跡

地
間
の
架
橋
建
設
の
実

現
に
向
け
て
の
取
り
組

み
は

答
村

　長

答
村

　長

問
温
泉
を
削
掘
し
て
、
本

村
の
素
晴
ら
し
い
山
・

川
・
海
を
背
景
に
し
た

温
泉
郷
を
構
築
す
べ
き

で
は

【
再
質
問
】

問
ご
み
焼
却
施
設
（
環
境

セ
ン
タ
ー
）
の
解
体
撤

去
計
画
に
つ
い
て

問
有
害
鳥
獣
の
被
害
対
策

に
つ
い
て
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①
宜
名
真
ダ
ム
の
利
用
に
つ
い

て
の
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

②
大
石
林
山
の
旧
石
山
線
の
整

備
は
、
ど
の
よ
う
な
予
算
を

使
っ
て
、
い
つ
頃
、
発
注
、
完

成
予
定
な
の
か
伺
う
。

③
民
間
の
宿
泊
施
設
誘
致
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

④
整
備
計
画
の
開
発
行
為
に
お

い
て
の
自
然
公
園
法
が
あ
た
え

る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

⑤
辺
戸
区
、
宜
名
真
区
や
地
主

等
の
関
係
者
へ
の
説
明
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

⑥
海
の
拠
点
ゾ
ー
ン
の
南
側
に

お
い
て
、
人
工
ビ
ー
チ
の
計
画

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
村
長

の
所
見
を
伺
う
。

⑦
国
頭
村
で
全
整
備
事
業
を
進

め
る
の
か
伺
う
。

⑧
ど
の
よ
う
な
管
理
運
営
し
て

い
く
つ
も
り
な
の
か
、
維
持
管

理
運
営
費
に
は
、
ど
の
程
度
見

込
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

⑨
経
済
効
果
、
雇
用
効
果
は
、

ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か

伺
う
。

①
中
核
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
整
備

施
設
を
整
理
し
、
使
用
水
量
を

算
出
し
た
後
に
、
辺
戸
岬
周
辺

農
地
を
受
益
と
し
た
ダ
ム
堤
体

の
改
修
事
業
と
畑
地
か
ん
が
い

施
設
整
備
事
業
化
に
向
け
て
受

益
者
及
び
県
関
係
部
署
と
調
整

を
し
て
い
き
た
い
。

　水
と
い
う
の
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
く
の
か
、
今
後
そ

の
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う

　受
益
者
の
負
担
と
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
っ
て
先
に
進
ん
で

い
な
い
。
平
成
28
年
度
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
も
、
な
か
な
か
見
え
て
こ

な
い
。

②
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
す

る
予
定
で
、
発
注
を
９
月
に
、

完
成
を
平
成
29
年
３
月
に
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

　財
源
は
、
石
山
線
の
管
理
計

画
、
運
用
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　過
疎
事
業
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
５
ｍ
の
中
で

3.5
ｍ
は
国
頭
村
で
、
残
り
1.5
ｍ

に
つ
い
て
は
、
南
都
の
方
に
負

担
し
て
も
ら
う
と
。
そ
う
い
う

形
で
の
お
話
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
工
事
発
注
ま
で
に
は
事

業
方
法
や
、
管
理
協
定
等
を

し
っ
か
り
と
詰
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

③
辺
戸
岬
が
県
内
有
数
の
景
勝

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
テ
ル

等
の
誘
致
・
建
設
促
進
で
は
な

く
、
景
勝
地
と
し
て
の
景
観
を

保
全
・
活
用
す
る
考
え
で
施
設

整
備
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

④
辺
戸
岬
は
、
第
２
種
特
別
地

域
と
し
て
規
制
計
画
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
園
地

と
し
て
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
遠

路
等
の
施
設
計
画
が
可
能
で
あ

り
ま
す
。

⑤
今
年
度
予
定
し
て
い
る
推
進

計
画
の
作
業
過
程
に
お
い
て
、

区
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
作
業

の
進
捗
に
応
じ
て
実
施
し
て
い

く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

⑥
「
海
の
拠
点
ゾ
ー
ン
」
南
側

の
人
工
ビ
ー
チ
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
今
後
事
業
化
を
予
定
し

て
い
る
「
辺
戸
岳
ゾ
ー
ン
」
、

「
歴
史
・
文
化
の
拠
点
ゾ
ー

ン
」
を
含
め
、
順
次
検
討
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

⑦
事
業
化
を
推
進
す
る
施
設
を

整
理
し
、
平
成
30
年
度
の
沖
縄

北
部
連
携
促
進
特
別
振
興
事
業

に
お
い
て
、
実
施
設
計
を
予
定

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
定
公

園
を
管
理
す
る
県
、
国
立
公
園

の
指
定
を
控
え
る
国
と
協
議

し
、
施
設
整
備
の
事
業
主
体
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

⑧
管
理
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
物
販
・
飲
食
等
、
施
設
で

展
開
す
る
事
業
を
整
理
し
、
費

用
を
算
出
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

⑨
経
済
効
果
、
雇
用
効
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
種
テ
ナ
ン
ト

の
整
備
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
実
施
を
通
し
て
雇
用

効
果
、
経
済
効
果
を
創
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　国

頭
中
学
校
で
は
、
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
１
学
年
２
ク
ラ

ス
を
維
持
す
る
の
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
現
状
と
対
応
策
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　中
学
校
の
普
通
学
級
生
徒
数

は
、
１
年
生
43
人
、
２
年
生
41

人
、
３
年
生
59
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
学
年
の
２
ク
ラ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
41
人
以

上
の
生
徒
数
が
必
要
と
な
り
、

ど
う
に
か
２
ク
ラ
ス
を
確
保
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。
今
後
の
対
応
策
と
し
て

は
、
雇
用
の
場
の
確
保
と
住
宅

対
策
を
推
進
し
、
村
外
か
ら
の

移
住
者
確
保
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

　村
長
は
、
村
民
対
話
に
よ

る
、
開
か
れ
た
村
政
づ
く
り
を

基
本
政
策
の
一
つ
に
掲
げ
、
２

期
目
に
向
け
就
任
し
早
く
も
２

カ
月
余
り
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
１
期
目
に
お
い
て

も
、
平
成
24
年
10
月
15
日
か
ら

12
月
13
日
ま
で
村
内
各
地
域
に

お
い
て
行
政
懇
談
会
を
実
施

し
、
各
地
域
や
村
民
か
ら
２
１

４
項
目
に
及
ぶ
意
見
や
提
言
、

要
望
等
が
あ
り
、
誠
実
な
回
答

が
な
さ
れ
、
多
く
の
村
民
か
ら

大
変
有
意
義
な
懇
談
会
で
あ
っ

た
と
の
声
が
あ
る
。

　そ
こ
で
、
村
長
就
任
２
期
目

に
向
け
て
出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
行
政
懇
談
会
を
実
施
し
、

村
長
の
政
策
を
訴
え
、
ま
た
、

各
地
域
や
村
民
の
声
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
最
も
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
村

長
の
所
見
を
伺
う
。

　村
長
１
期
目
の
平
成
24
年
に

村
内
20
区
で
行
政
懇
談
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
村
民
か
ら

多
く
の
要
望
や
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
意
見
等
に
対
し

ま
し
て
役
場
内
の
関
係
す
る
部

署
で
検
討
し
、
で
き
る
こ
と
か

ら
改
善
や
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　御
質
問
の
就
任
２
期
目
に
向

け
て
の
行
政
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て
で
す
が
、
本
議
会
で
の

施
政
方
針
の
中
で
、
村
民
の
声

に
耳
を
傾
け
村
政
に
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し

て
表
明
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、
各
区
長
さ
ん
と
日
程

調
整
の
う
え
行
政
懇
談
会
を
実

施
し
、
住
民
と
対
話
を
図
り
、

村
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　奥
間
区
に
お
い
て
は
、
長
い

歴
史
と
伝
統
に
基
づ
く
、
大
綱

引
き
や
国
頭
サ
バ
ク
イ
、
ウ
シ

デ
ー
ク
獅
子
舞
等
と
重
要
な
文

化
、
芸
能
行
事
等
が
先
人
の
皆

さ
ん
か
ら
引
き
継
が
れ
、
数
多

く
残
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的

行
事
等
を
継
承
す
る
に
あ
た

り
、
準
備
、
練
習
か
ら
実
施
ま

で
長
い
期
間
を
要
し
、
今
後
の

継
承
発
展
を
危
惧
す
る
声
が
出

は
じ
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

と
し
て
奥
間
区
の
人
口
減
少
や

高
齢
化
等
が
要
因
と
さ
れ
、
奥

間
区
に
村
営
住
宅
を
建
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、
若
者
や
中
堅
層

の
定
住
化
が
見
込
ま
れ
、
伝
統

行
事
の
継
承
発
展
や
奥
間
区
の

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

去
っ
た
５
月
24
日
の
区
民
総
会

に
お
い
て
も
、
村
営
住
宅
建
設

に
向
け
全
会
一
致
で
可
決
し
た

経
緯
も
あ
り
、
村
営
住
宅
を
奥

間
区
に
建
設
す
る
計
画
の
有
無

に
つ
い
て
伺
う
。

　村
営
住
宅
を
奥
間
区
に
建
設

す
る
計
画
の
有
無
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
奥
間
区
の
村
営

住
宅
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
北
部

連
携
促
進
特
別
振
興
対
策
特
定

開
発
事
業
で
建
設
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　平
成
28
年
５
月
30
日
に
北
部

振
興
対
策
室
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
計
画
工
程
と
し
ま
し

て
は
、
平
成
30
年
度
に
建
築
設

計
及
び
土
質
調
査
等
を
実
施

し
、
平
成
31
年
度
に
敷
地
造
成

と
建
築
工
事
を
行
う
計
画
で
現

在
調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　村
営
住
宅
を
奥
間
区
に
建
設

す
る
計
画
の
有
無
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
在
、
沖
縄
北
部
連
携

促
進
特
別
振
興
対
策
特
定
開
発

事
業
で
検
討
し
て
い
る
と
い
う

内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
の

時
点
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。　平

成
30
年
に
建
築
設
計
、
12

戸
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
土

質
調
査
、
あ
と
は
屋
外
整
備
測

量
設
計
と
い
う
形
で
今
、
調
整

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　平
成
31
年
度
に
建
築
工
事
、

敷
地
、
造
成
工
事
と
い
う
形
に

な
り
ま
す
。

金 城  幸 男
議員

与 儀  一 人
議員

【
再
質
問
】

問
辺
戸
岬
周
辺
整
備

計
画
は

答
島
袋
成
年 

建
設
課
長

【
再
質
問
】

問
国
頭
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の
生
徒
数

の
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状
に
お
い
て
の
問

題
点
に
つ
い
て
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観
光
課
長

問
村
長
就
任
２
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目
に
向

け
た
各
集
落
に
お
け
る

行
政
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

答
宮
城
久
和 

村
長

問
村
営
住
宅
を
奥
間
区
に

建
設
す
る
計
画
の
有
無

に
つ
い
て

答
村
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【
再
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】

答
島
袋
成
年 

建
設
課
長

村営住宅浜団地
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〔一般質問〕 6月定例議会〔一般質問〕 6月定例議会
①
宜
名
真
ダ
ム
の
利
用
に
つ
い

て
の
調
査
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

②
大
石
林
山
の
旧
石
山
線
の
整

備
は
、
ど
の
よ
う
な
予
算
を

使
っ
て
、
い
つ
頃
、
発
注
、
完

成
予
定
な
の
か
伺
う
。

③
民
間
の
宿
泊
施
設
誘
致
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
う
。

④
整
備
計
画
の
開
発
行
為
に
お

い
て
の
自
然
公
園
法
が
あ
た
え

る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

⑤
辺
戸
区
、
宜
名
真
区
や
地
主

等
の
関
係
者
へ
の
説
明
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

⑥
海
の
拠
点
ゾ
ー
ン
の
南
側
に

お
い
て
、
人
工
ビ
ー
チ
の
計
画

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が
村
長

の
所
見
を
伺
う
。

⑦
国
頭
村
で
全
整
備
事
業
を
進

め
る
の
か
伺
う
。

⑧
ど
の
よ
う
な
管
理
運
営
し
て

い
く
つ
も
り
な
の
か
、
維
持
管

理
運
営
費
に
は
、
ど
の
程
度
見

込
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

⑨
経
済
効
果
、
雇
用
効
果
は
、

ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
の
か

伺
う
。

①
中
核
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
整
備

施
設
を
整
理
し
、
使
用
水
量
を

算
出
し
た
後
に
、
辺
戸
岬
周
辺

農
地
を
受
益
と
し
た
ダ
ム
堤
体

の
改
修
事
業
と
畑
地
か
ん
が
い

施
設
整
備
事
業
化
に
向
け
て
受

益
者
及
び
県
関
係
部
署
と
調
整

を
し
て
い
き
た
い
。

　水
と
い
う
の
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
く
の
か
、
今
後
そ

の
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う

　受
益
者
の
負
担
と
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
っ
て
先
に
進
ん
で

い
な
い
。
平
成
28
年
度
ヒ
ア
リ

ン
グ
、
事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お

い
て
も
、
な
か
な
か
見
え
て
こ

な
い
。

②
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
す

る
予
定
で
、
発
注
を
９
月
に
、

完
成
を
平
成
29
年
３
月
に
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

　財
源
は
、
石
山
線
の
管
理
計

画
、
運
用
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　過
疎
事
業
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
５
ｍ
の
中
で

3.5
ｍ
は
国
頭
村
で
、
残
り
1.5
ｍ

に
つ
い
て
は
、
南
都
の
方
に
負

担
し
て
も
ら
う
と
。
そ
う
い
う

形
で
の
お
話
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
工
事
発
注
ま
で
に
は
事

業
方
法
や
、
管
理
協
定
等
を

し
っ
か
り
と
詰
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

③
辺
戸
岬
が
県
内
有
数
の
景
勝

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
テ
ル

等
の
誘
致
・
建
設
促
進
で
は
な

く
、
景
勝
地
と
し
て
の
景
観
を

保
全
・
活
用
す
る
考
え
で
施
設

整
備
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

④
辺
戸
岬
は
、
第
２
種
特
別
地

域
と
し
て
規
制
計
画
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
園
地

と
し
て
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
遠

路
等
の
施
設
計
画
が
可
能
で
あ

り
ま
す
。

⑤
今
年
度
予
定
し
て
い
る
推
進

計
画
の
作
業
過
程
に
お
い
て
、

区
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
作
業

の
進
捗
に
応
じ
て
実
施
し
て
い

く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

⑥
「
海
の
拠
点
ゾ
ー
ン
」
南
側

の
人
工
ビ
ー
チ
の
計
画
に
つ
い

て
は
、
今
後
事
業
化
を
予
定
し

て
い
る
「
辺
戸
岳
ゾ
ー
ン
」
、

「
歴
史
・
文
化
の
拠
点
ゾ
ー

ン
」
を
含
め
、
順
次
検
討
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

⑦
事
業
化
を
推
進
す
る
施
設
を

整
理
し
、
平
成
30
年
度
の
沖
縄

北
部
連
携
促
進
特
別
振
興
事
業

に
お
い
て
、
実
施
設
計
を
予
定

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
国
定
公

園
を
管
理
す
る
県
、
国
立
公
園

の
指
定
を
控
え
る
国
と
協
議

し
、
施
設
整
備
の
事
業
主
体
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

⑧
管
理
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
物
販
・
飲
食
等
、
施
設
で

展
開
す
る
事
業
を
整
理
し
、
費

用
を
算
出
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

⑨
経
済
効
果
、
雇
用
効
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
各
種
テ
ナ
ン
ト

の
整
備
を
は
じ
め
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
実
施
を
通
し
て
雇
用

効
果
、
経
済
効
果
を
創
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　国

頭
中
学
校
で
は
、
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
１
学
年
２
ク
ラ

ス
を
維
持
す
る
の
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
そ
の
現
状
と
対
応
策
が
あ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　中
学
校
の
普
通
学
級
生
徒
数

は
、
１
年
生
43
人
、
２
年
生
41

人
、
３
年
生
59
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
各
学
年
の
２
ク
ラ
ス
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
41
人
以

上
の
生
徒
数
が
必
要
と
な
り
、

ど
う
に
か
２
ク
ラ
ス
を
確
保
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。
今
後
の
対
応
策
と
し
て

は
、
雇
用
の
場
の
確
保
と
住
宅

対
策
を
推
進
し
、
村
外
か
ら
の

移
住
者
確
保
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

答
村

　長

　村
長
は
、
村
民
対
話
に
よ

る
、
開
か
れ
た
村
政
づ
く
り
を

基
本
政
策
の
一
つ
に
掲
げ
、
２

期
目
に
向
け
就
任
し
早
く
も
２

カ
月
余
り
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
１
期
目
に
お
い
て

も
、
平
成
24
年
10
月
15
日
か
ら

12
月
13
日
ま
で
村
内
各
地
域
に

お
い
て
行
政
懇
談
会
を
実
施

し
、
各
地
域
や
村
民
か
ら
２
１

４
項
目
に
及
ぶ
意
見
や
提
言
、

要
望
等
が
あ
り
、
誠
実
な
回
答

が
な
さ
れ
、
多
く
の
村
民
か
ら

大
変
有
意
義
な
懇
談
会
で
あ
っ

た
と
の
声
が
あ
る
。

　そ
こ
で
、
村
長
就
任
２
期
目

に
向
け
て
出
来
る
だ
け
早
い
時

期
に
行
政
懇
談
会
を
実
施
し
、

村
長
の
政
策
を
訴
え
、
ま
た
、

各
地
域
や
村
民
の
声
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
、
最
も
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
村

長
の
所
見
を
伺
う
。

　村
長
１
期
目
の
平
成
24
年
に

村
内
20
区
で
行
政
懇
談
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
村
民
か
ら

多
く
の
要
望
や
意
見
等
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
意
見
等
に
対
し

ま
し
て
役
場
内
の
関
係
す
る
部

署
で
検
討
し
、
で
き
る
こ
と
か

ら
改
善
や
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　御
質
問
の
就
任
２
期
目
に
向

け
て
の
行
政
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て
で
す
が
、
本
議
会
で
の

施
政
方
針
の
中
で
、
村
民
の
声

に
耳
を
傾
け
村
政
に
取
り
組
ん

で
行
く
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し

て
表
明
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、
各
区
長
さ
ん
と
日
程

調
整
の
う
え
行
政
懇
談
会
を
実

施
し
、
住
民
と
対
話
を
図
り
、

村
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　奥
間
区
に
お
い
て
は
、
長
い

歴
史
と
伝
統
に
基
づ
く
、
大
綱

引
き
や
国
頭
サ
バ
ク
イ
、
ウ
シ

デ
ー
ク
獅
子
舞
等
と
重
要
な
文

化
、
芸
能
行
事
等
が
先
人
の
皆

さ
ん
か
ら
引
き
継
が
れ
、
数
多

く
残
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
近
年
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的

行
事
等
を
継
承
す
る
に
あ
た

り
、
準
備
、
練
習
か
ら
実
施
ま

で
長
い
期
間
を
要
し
、
今
後
の

継
承
発
展
を
危
惧
す
る
声
が
出

は
じ
め
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

と
し
て
奥
間
区
の
人
口
減
少
や

高
齢
化
等
が
要
因
と
さ
れ
、
奥

間
区
に
村
営
住
宅
を
建
設
す
る

こ
と
に
よ
り
、
若
者
や
中
堅
層

の
定
住
化
が
見
込
ま
れ
、
伝
統

行
事
の
継
承
発
展
や
奥
間
区
の

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、

去
っ
た
５
月
24
日
の
区
民
総
会

に
お
い
て
も
、
村
営
住
宅
建
設

に
向
け
全
会
一
致
で
可
決
し
た

経
緯
も
あ
り
、
村
営
住
宅
を
奥

間
区
に
建
設
す
る
計
画
の
有
無

に
つ
い
て
伺
う
。

　村
営
住
宅
を
奥
間
区
に
建
設

す
る
計
画
の
有
無
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
奥
間
区
の
村
営

住
宅
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
北
部

連
携
促
進
特
別
振
興
対
策
特
定

開
発
事
業
で
建
設
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　平
成
28
年
５
月
30
日
に
北
部

振
興
対
策
室
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
、
計
画
工
程
と
し
ま
し

て
は
、
平
成
30
年
度
に
建
築
設

計
及
び
土
質
調
査
等
を
実
施

し
、
平
成
31
年
度
に
敷
地
造
成

と
建
築
工
事
を
行
う
計
画
で
現

在
調
整
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　村
営
住
宅
を
奥
間
区
に
建
設

す
る
計
画
の
有
無
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
在
、
沖
縄
北
部
連
携

促
進
特
別
振
興
対
策
特
定
開
発

事
業
で
検
討
し
て
い
る
と
い
う

内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
の

時
点
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
伺

う
。　平

成
30
年
に
建
築
設
計
、
12

戸
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
土

質
調
査
、
あ
と
は
屋
外
整
備
測

量
設
計
と
い
う
形
で
今
、
調
整

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　平
成
31
年
度
に
建
築
工
事
、

敷
地
、
造
成
工
事
と
い
う
形
に

な
り
ま
す
。

金 城  幸 男
議員

与 儀  一 人
議員

【
再
質
問
】

問
辺
戸
岬
周
辺
整
備

計
画
は

答
島
袋
成
年 

建
設
課
長

【
再
質
問
】

問
国
頭
中
学
校
の
生
徒
数

の
現
状
に
お
い
て
の
問

題
点
に
つ
い
て

答
神
山
徳
夫

企
画
商
工
観
光
課
長

問
村
長
就
任
２
期
目
に
向

け
た
各
集
落
に
お
け
る

行
政
懇
談
会
の
実
施
に

つ
い
て

答
宮
城
久
和 

村
長

問
村
営
住
宅
を
奥
間
区
に

建
設
す
る
計
画
の
有
無

に
つ
い
て

答
村

　長
【
再
質
問
】

答
島
袋
成
年 

建
設
課
長

村営住宅浜団地
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　村
長
は
、
２
期
連
続
の
無
投

票
当
選
と
な
り
、
２
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
未
来
を
見
据
え
た
総
合

計
画
が
重
要
だ
と
思
う
。

平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
を
含

む
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
い

ま
す
。

①
今
夏
に
も
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
総
合

計
画
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

②
国
頭
村
観
光
協
会
（
仮
称
）

の
窓
口
事
務
所
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
設
置
目
的
及
び
現
状
の

取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
計
画

を
伺
う
。

③
地
域
の
若
者
や
都
市
部
か
ら

の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
を
含
め

た
定
住
促
進
を
進
め
る
た
め
、

空
き
家
の
活
用
や
住
宅
地
の
整

備
計
画
が
必
要
と
思
う
が
、
村

長
の
見
解
を
伺
う
。

④
観
光
産
業
と
一
次
産
業
と
の

連
携
を
図
り
、
農
林
水
産
物
の

提
供
、
新
た
な
地
域
産
業
へ
の

波
及
効
果
及
び
雇
用
拡
大
に
向

け
た
具
体
的
な
見
解
を
伺
う
。

⑤
教
育
に
お
い
て
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
向
け
た
現
状
の
取

り
組
み
及
び
、
今
後
の
見
解
を

伺
う
。

⑥
観
光
客
等
の
誘
致
を
図
る
た

め
、
観
光
拠
点
施
設
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
や
集
落
内
道
路
、
地

域
住
民
の
安
全
確
保
に
向
け
、

各
集
落
か
ら
の
要
請
を
含
め
た

具
体
的
な
計
画
を
伺
う
。

①
第
４
次
国
頭
村
総
合
計
画

は
、
５
年
目
を
迎
え
る
が
、
策

定
時
か
ら
社
会
情
勢
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
や
、
国
立
公
園
の

指
定
を
控
え
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
昨
年
度
策
定
し
た
国
頭
村

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
と

の
関
連
性
や
整
合
性
を
持
た
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

本
計
画
の
見
直
し
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
設
置
目
的
と
し
ま
し
て
は
、

本
村
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

保
全
と
利
活
用
、
地
域
振
興
を

推
進
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
を
担
う
重
要
な
組
織
と

し
て
、
設
置
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
状
の
取
組
は
、
人
材

育
成
事
業
に
お
い
て
２
人
を
道

の
駅
ゆ
い
ゆ
い
国
頭
職
員
と
し

て
雇
用
し
、
他
市
町
村
の
観
光

協
会
を
視
察
し
て
情
報
収
集
を

行
い
、
７
月
24
日
か
ら
国
頭
村

観
光
協
会
準
備
室
を
設
置
し
、

来
年
４
月
運
用
開
始
ま
で
に
は

整
備
い
た
し
ま
す
。

③
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
移
住
者
を
含
む

住
宅
整
備
を
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　住
宅
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
の
整
備
を
予
定

し
て
お
り
、
ま
た
、
定
住
促
進

住
宅
に
つ
い
て
は
、
過
疎
対
策

事
業
を
活
用
し
た
整
備
計
画
と

し
て
お
り
ま
す
。

　空
き
家
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
状
把
握
、
所
有
者
の
意
向
調

査
を
踏
ま
え
、
次
年
度
以
降
、

事
業
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

④
３
村
連
携
拠
点
施
設
の
テ
ナ

ン
ト
や
特
産
品
加
工
販
売
施
設

に
は
、
地
域
の
野
菜
や
果
物
、

ま
た
は
、
村
内
畜
産
農
家
の
肉

類
、
漁
業
組
合
か
ら
の
新
鮮
な

魚
等
を
原
材
料
と
し
て
提
供
し

て
、
使
用
す
る
器
は
森
林
組
合

の
材
料
の
製
品
を
使
用
す
る
。

　消
費
し
た
お
金
が
農
家
等
の

村
内
に
回
る
仕
組
み
を
作
り
上

げ
、
農
家
等
の
所
得
向
上
に
も

つ
な
げ
る
、
サ
イ
ク
ル
の
構
築

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

⑤
教
育
に
お
い
て
、
「
郷
土
愛

を
育
む
地
域
素
材
の
教
材
化
」

を
設
定
し
、
や
ん
ば
る
国
立
公

園
や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
踏

ま
え
た
教
育
の
推
進
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
村
内
各
学

校
職
員
を
対
象
に
地
域
に
根
ざ

し
た
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る

目
的
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　ま

た
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る

宿
泊
学
習
の
場
所
は
、
村
外
か

ら
村
内
に
変
更
し
、
国
頭
村
の

自
然
の
中
で
実
施
す
る
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
頭

体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
開
発
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
各
学
校
と

連
携
を
図
り
、
地
域
人
材
等
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑥
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
定
期
的
な
除
草
や
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
危
険
箇
所

の
把
握
に
よ
る
対
策
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
区
か
ら
の
要
請
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
性
と
予

算
の
両
面
を
考
慮
し
つ
つ
補
修

対
応
を
行
い
、
住
民
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
道
や
県
道

か
ら
接
続
す
る
村
道
に
お
い
て

も
、
さ
ら
な
る
交
通
の
安
全
対

策
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

国
や
県
の
道
路
管
理
者
と
も
連

携
を
図
り
つ
つ
、
住
民
の
安
全

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

問
村
長
の
村
政
主
導
に

つ
い
て
（
施
政
方
針
）

一般質問通告書の質問・

答弁書を基本に（会議録

に基づき）各議員でまと

め、議会広報委員が確認

したものを掲載しており

ます。

一般質問の内容は

渡 口  直 樹
議員

　梅
雨
も
明
け
本
格
的
な
夏
を

迎
え
た
沖
縄
は
、
す
で
に
最
高

気
温
30
℃
を
越
え
る
日
が
続
い

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
職
場
・

家
庭
で
は
エ
ア
コ
ン
が
稼
働
し

始
め
て
い
る
。
夏
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
本
番
の
暑
さ
と
の

戦
い
は
こ
れ
か
ら
だ
。
そ
ん
な

中
、
本
村
の
教
育
現
場
（
学

校
）
に
お
い
て
は
、
ほ
ん
の
一

部
の
教
室
に
し
か
エ
ア
コ
ン
設

置
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん

ど
の
普
通
教
室
が
扇
風
機
の
み

と
い
う
現
状
で
、
こ
れ
か
ら
迎

え
る
夏
本
番
の
猛
暑
で
の
過
酷

な
学
習
環
境
に
心
が
痛
む
。

　２
０
１
４
年
の
文
科
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
県
内
41
市
町
村

の
う
ち
、
幼
少
中
い
ず
れ
も
設

置
率
が
50
％
以
下
の
市
町
村
は

13
市
町
村
で
、
そ
の
中
に
本
村

が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
場
の
先

生
方
か
ら
も
環
境
改
善
の
要
望

が
あ
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
先

生
方
も
、
子
ど
も
達
も
暑
さ
に

耐
え
な
が
ら
の
現
状
で
、
果
た

し
て
学
習
効
果
が
上
が
る
だ
ろ

う
か
。
子
ど
も
達
の
健
康
管
理

面
の
不
安
や
集
中
力
の
低
下
に

よ
る
授
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。

　文
科
省
の
示
す
学
校
環
境
衛

生
基
準
で
は
、
夏
季
は
30
℃
以

下
が
適
温
で
、
児
童
生
徒
に
生

理
的
・
心
理
的
負
担
を
か
け
な

い
最
も
学
習
に
望
ま
し
い
条
件

は
25
℃
〜
28
℃
と
示
さ
れ
て
い

る
。
児
童
生
徒
の
心
身
を
守

り
、
健
康
的
な
学
習
環
境
を
整

え
る
意
味
で
も
、
早
急
な
整
備

が
必
要
だ
。

　子
ど
も
た
ち
が
、
実
際
に
何

度
の
室
温
で
学
習
し
て
い
る
の

か
、
ぜ
ひ
調
査
を
行
い
、
必
要

性
の
高
い
教
室
か
ら
段
階
的
に

設
置
す
る
こ
と
と
、
早
期
の
完

全
設
置
へ
向
け
て
の
取
り
組
み

を
求
め
る
。

　平
成
26
年
９
月
定
例
議
会
の

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て

確
認
し
た
際
に
、
状
況
を
見
な

が
ら
対
応
す
る
と
の
答
弁
が
あ

り
、
そ
の
件
も
含
め
左
記
に
つ

い
て
伺
う
。

　各
学
校
の
保
健
室
・
図
書

室
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
は
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
職
員
室
・

校
長
室
等
は
設
置
さ
れ
て
い
な

い
学
校
が
あ
る
。

　年
２
回
行
っ
て
い
る
。
平
成

27
年
度
調
査
に
お
い
て
は
、
中

学
校
で
７
月
８
日
か
ら
７
月
17

日
の
間
に
30
℃
か
ら
33
℃
の
温

度
測
定
結
果
も
記
録
し
て
い
る

の
で
、
学
習
環
境
の
厳
し
さ
を

認
識
し
て
い
る
。

　今
後
、
必
要
性
の
高
い
教
室

か
ら
年
次
的
に
整
備
が
で
き
る

よ
う
、
該
当
す
る
補
助
事
業
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　エア
コ
ン
完
全
設
置
の
学
校
に
勤

務
さ
れ
た
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

　エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
よ
っ

て
汗
が
ノ
ー
ト
に
落
ち
て
く
る
環

境
が
な
く
な
り
、
子
ど
も
達
の
集

中
力
は
高
ま
っ
た

　夏
の
一
番
暑
い
頃
に
過
酷
な
授

業
の
体
験
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　是
非
体
験
し
て
子
ど
も
達
に
少

し
で
も
い
い
学
習
環
境
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
切
に
思
う
。

　厳
し
い
環
境
の
中
で
一
生
懸
命

勉
強
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
子
ど
も
達
と
は
い
え
敬
意
を

表
す
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
教

室
で
授
業
を
受
け
て
み
た
い
。

　早
期
取
り
組
み
に
対
す
る
意

欲
は
。

　今
後
子
ど
も
達
の
学
習
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　子
ど
も
達
が
安
心
し
て
、
健
康

的
な
状
況
の
中
で
学
習
で
き
る
環

境
整
備
に
、
教
育
委
員
会
と
一
緒
に

な
っ
て
、
改
善
に
努
め
て
い
く
。

宮 城  千賀子
議員

問
小
・
中
学
校
普
通
教
室
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

【村内小中学校のエアコン設置状況】

教室数

小 ( 7校 )

中

設置済 設置率

２７ １１ 40.7％

7 ２ 28.6％

問１
現
在
の
村
内
小
中
学
校

の
普
通
教
室
に
お
け
る

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
宮
城
久
和 

村
長

問２
学
校
境
衛
生
基
準
に
基

づ
く
、
教
室
内
温
度
の

測
定
・
調
査
は
行
っ
て

い
る
か

答
村

　長

問３
エ
ア
コ
ン
設
置
の
早
期

取
り
組
み
に
対
す
る
考

え
を
伺
う
。

答
村

　長

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

答
村

　長

答
村

　長

※エアコン無しの教室は扇風機で対応

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】
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　村
長
は
、
２
期
連
続
の
無
投

票
当
選
と
な
り
、
２
期
目
が
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
未
来
を
見
据
え
た
総
合

計
画
が
重
要
だ
と
思
う
。

平
成
28
年
度
の
施
政
方
針
を
含

む
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
い

ま
す
。

①
今
夏
に
も
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
総
合

計
画
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
村
長
の
見
解
を
伺
う
。

②
国
頭
村
観
光
協
会
（
仮
称
）

の
窓
口
事
務
所
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
設
置
目
的
及
び
現
状
の

取
り
組
み
状
況
と
今
後
の
計
画

を
伺
う
。

③
地
域
の
若
者
や
都
市
部
か
ら

の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
等
を
含
め

た
定
住
促
進
を
進
め
る
た
め
、

空
き
家
の
活
用
や
住
宅
地
の
整

備
計
画
が
必
要
と
思
う
が
、
村

長
の
見
解
を
伺
う
。

④
観
光
産
業
と
一
次
産
業
と
の

連
携
を
図
り
、
農
林
水
産
物
の

提
供
、
新
た
な
地
域
産
業
へ
の

波
及
効
果
及
び
雇
用
拡
大
に
向

け
た
具
体
的
な
見
解
を
伺
う
。

⑤
教
育
に
お
い
て
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
に
向
け
た
現
状
の
取

り
組
み
及
び
、
今
後
の
見
解
を

伺
う
。

⑥
観
光
客
等
の
誘
致
を
図
る
た

め
、
観
光
拠
点
施
設
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
や
集
落
内
道
路
、
地

域
住
民
の
安
全
確
保
に
向
け
、

各
集
落
か
ら
の
要
請
を
含
め
た

具
体
的
な
計
画
を
伺
う
。

①
第
４
次
国
頭
村
総
合
計
画

は
、
５
年
目
を
迎
え
る
が
、
策

定
時
か
ら
社
会
情
勢
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
や
、
国
立
公
園
の

指
定
を
控
え
て
い
る
こ
と
。
ま

た
、
昨
年
度
策
定
し
た
国
頭
村

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
と

の
関
連
性
や
整
合
性
を
持
た
せ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
基

本
計
画
の
見
直
し
が
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

②
設
置
目
的
と
し
ま
し
て
は
、

本
村
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

保
全
と
利
活
用
、
地
域
振
興
を

推
進
し
、
持
続
可
能
な
観
光
地

づ
く
り
を
担
う
重
要
な
組
織
と

し
て
、
設
置
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
状
の
取
組
は
、
人
材

育
成
事
業
に
お
い
て
２
人
を
道

の
駅
ゆ
い
ゆ
い
国
頭
職
員
と
し

て
雇
用
し
、
他
市
町
村
の
観
光

協
会
を
視
察
し
て
情
報
収
集
を

行
い
、
７
月
24
日
か
ら
国
頭
村

観
光
協
会
準
備
室
を
設
置
し
、

来
年
４
月
運
用
開
始
ま
で
に
は

整
備
い
た
し
ま
す
。

③
村
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
移
住
者
を
含
む

住
宅
整
備
を
最
優
先
課
題
と
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　住
宅
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
の
整
備
を
予
定

し
て
お
り
、
ま
た
、
定
住
促
進

住
宅
に
つ
い
て
は
、
過
疎
対
策

事
業
を
活
用
し
た
整
備
計
画
と

し
て
お
り
ま
す
。

　空
き
家
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
状
把
握
、
所
有
者
の
意
向
調

査
を
踏
ま
え
、
次
年
度
以
降
、

事
業
化
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

④
３
村
連
携
拠
点
施
設
の
テ
ナ

ン
ト
や
特
産
品
加
工
販
売
施
設

に
は
、
地
域
の
野
菜
や
果
物
、

ま
た
は
、
村
内
畜
産
農
家
の
肉

類
、
漁
業
組
合
か
ら
の
新
鮮
な

魚
等
を
原
材
料
と
し
て
提
供
し

て
、
使
用
す
る
器
は
森
林
組
合

の
材
料
の
製
品
を
使
用
す
る
。

　消
費
し
た
お
金
が
農
家
等
の

村
内
に
回
る
仕
組
み
を
作
り
上

げ
、
農
家
等
の
所
得
向
上
に
も

つ
な
げ
る
、
サ
イ
ク
ル
の
構
築

が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

⑤
教
育
に
お
い
て
、
「
郷
土
愛

を
育
む
地
域
素
材
の
教
材
化
」

を
設
定
し
、
や
ん
ば
る
国
立
公

園
や
世
界
自
然
遺
産
登
録
を
踏

ま
え
た
教
育
の
推
進
を
図
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
村
内
各
学

校
職
員
を
対
象
に
地
域
に
根
ざ

し
た
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る

目
的
で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　ま

た
、
例
年
行
わ
れ
て
い
る

宿
泊
学
習
の
場
所
は
、
村
外
か

ら
村
内
に
変
更
し
、
国
頭
村
の

自
然
の
中
で
実
施
す
る
予
定
で

進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
頭

体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
開
発
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
各
学
校
と

連
携
を
図
り
、
地
域
人
材
等
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑥
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
定
期
的
な
除
草
や
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
危
険
箇
所

の
把
握
に
よ
る
対
策
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
区
か
ら
の
要
請
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
性
と
予

算
の
両
面
を
考
慮
し
つ
つ
補
修

対
応
を
行
い
、
住
民
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
国
道
や
県
道

か
ら
接
続
す
る
村
道
に
お
い
て

も
、
さ
ら
な
る
交
通
の
安
全
対

策
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
、

国
や
県
の
道
路
管
理
者
と
も
連

携
を
図
り
つ
つ
、
住
民
の
安
全

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
宮
城
久
和 

村
長

問
村
長
の
村
政
主
導
に

つ
い
て
（
施
政
方
針
）

一般質問通告書の質問・

答弁書を基本に（会議録

に基づき）各議員でまと

め、議会広報委員が確認

したものを掲載しており

ます。

一般質問の内容は

渡 口  直 樹
議員

　梅
雨
も
明
け
本
格
的
な
夏
を

迎
え
た
沖
縄
は
、
す
で
に
最
高

気
温
30
℃
を
越
え
る
日
が
続
い

て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
職
場
・

家
庭
で
は
エ
ア
コ
ン
が
稼
働
し

始
め
て
い
る
。
夏
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
、
本
番
の
暑
さ
と
の

戦
い
は
こ
れ
か
ら
だ
。
そ
ん
な

中
、
本
村
の
教
育
現
場
（
学

校
）
に
お
い
て
は
、
ほ
ん
の
一

部
の
教
室
に
し
か
エ
ア
コ
ン
設

置
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
と
ん

ど
の
普
通
教
室
が
扇
風
機
の
み

と
い
う
現
状
で
、
こ
れ
か
ら
迎

え
る
夏
本
番
の
猛
暑
で
の
過
酷

な
学
習
環
境
に
心
が
痛
む
。

　２
０
１
４
年
の
文
科
省
の
調

査
に
よ
る
と
、
県
内
41
市
町
村

の
う
ち
、
幼
少
中
い
ず
れ
も
設

置
率
が
50
％
以
下
の
市
町
村
は

13
市
町
村
で
、
そ
の
中
に
本
村

が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
場
の
先

生
方
か
ら
も
環
境
改
善
の
要
望

が
あ
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
先

生
方
も
、
子
ど
も
達
も
暑
さ
に

耐
え
な
が
ら
の
現
状
で
、
果
た

し
て
学
習
効
果
が
上
が
る
だ
ろ

う
か
。
子
ど
も
達
の
健
康
管
理

面
の
不
安
や
集
中
力
の
低
下
に

よ
る
授
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。

　文
科
省
の
示
す
学
校
環
境
衛

生
基
準
で
は
、
夏
季
は
30
℃
以

下
が
適
温
で
、
児
童
生
徒
に
生

理
的
・
心
理
的
負
担
を
か
け
な

い
最
も
学
習
に
望
ま
し
い
条
件

は
25
℃
〜
28
℃
と
示
さ
れ
て
い

る
。
児
童
生
徒
の
心
身
を
守

り
、
健
康
的
な
学
習
環
境
を
整

え
る
意
味
で
も
、
早
急
な
整
備

が
必
要
だ
。

　子
ど
も
た
ち
が
、
実
際
に
何

度
の
室
温
で
学
習
し
て
い
る
の

か
、
ぜ
ひ
調
査
を
行
い
、
必
要

性
の
高
い
教
室
か
ら
段
階
的
に

設
置
す
る
こ
と
と
、
早
期
の
完

全
設
置
へ
向
け
て
の
取
り
組
み

を
求
め
る
。

　平
成
26
年
９
月
定
例
議
会
の

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て

確
認
し
た
際
に
、
状
況
を
見
な

が
ら
対
応
す
る
と
の
答
弁
が
あ

り
、
そ
の
件
も
含
め
左
記
に
つ

い
て
伺
う
。

　各
学
校
の
保
健
室
・
図
書

室
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
は
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
職
員
室
・

校
長
室
等
は
設
置
さ
れ
て
い
な

い
学
校
が
あ
る
。

　年
２
回
行
っ
て
い
る
。
平
成

27
年
度
調
査
に
お
い
て
は
、
中

学
校
で
７
月
８
日
か
ら
７
月
17

日
の
間
に
30
℃
か
ら
33
℃
の
温

度
測
定
結
果
も
記
録
し
て
い
る

の
で
、
学
習
環
境
の
厳
し
さ
を

認
識
し
て
い
る
。

　今
後
、
必
要
性
の
高
い
教
室

か
ら
年
次
的
に
整
備
が
で
き
る

よ
う
、
該
当
す
る
補
助
事
業
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　エア
コ
ン
完
全
設
置
の
学
校
に
勤

務
さ
れ
た
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

　エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
よ
っ

て
汗
が
ノ
ー
ト
に
落
ち
て
く
る
環

境
が
な
く
な
り
、
子
ど
も
達
の
集

中
力
は
高
ま
っ
た

　夏
の
一
番
暑
い
頃
に
過
酷
な
授

業
の
体
験
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　是
非
体
験
し
て
子
ど
も
達
に
少

し
で
も
い
い
学
習
環
境
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
切
に
思
う
。

　厳
し
い
環
境
の
中
で
一
生
懸
命

勉
強
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
子
ど
も
達
と
は
い
え
敬
意
を

表
す
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
教

室
で
授
業
を
受
け
て
み
た
い
。

　早
期
取
り
組
み
に
対
す
る
意

欲
は
。

　今
後
子
ど
も
達
の
学
習
環
境
の

改
善
に
つ
い
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　子
ど
も
達
が
安
心
し
て
、
健
康

的
な
状
況
の
中
で
学
習
で
き
る
環

境
整
備
に
、
教
育
委
員
会
と
一
緒
に

な
っ
て
、
改
善
に
努
め
て
い
く
。

宮 城  千賀子
議員

問
小
・
中
学
校
普
通
教
室
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

【村内小中学校のエアコン設置状況】

教室数

小 ( 7校 )

中

設置済 設置率

２７ １１ 40.7％

7 ２ 28.6％

問１
現
在
の
村
内
小
中
学
校

の
普
通
教
室
に
お
け
る

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
宮
城
久
和 

村
長

問２
学
校
境
衛
生
基
準
に
基

づ
く
、
教
室
内
温
度
の

測
定
・
調
査
は
行
っ
て

い
る
か

答
村

　長

問３
エ
ア
コ
ン
設
置
の
早
期

取
り
組
み
に
対
す
る
考

え
を
伺
う
。

答
村

　長

答
教
育
長

答
教
育
長

答
教
育
長

答
村

　長

答
村

　長

※エアコン無しの教室は扇風機で対応

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】
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　去
っ
た
３
月
定
例
会
の
時
点

で
国
立
公
園
予
定
区
域
の
地
権

者
へ
の
制
度
の
周
知
徹
底
を
図

る
た
め
の
通
知
文
書
が
５
３
１

人
に
不
達
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
現
在
の
状
況

と
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。　そ

の
後
、
登
記
情
報
を
確
認

し
て
新
た
に
21
人
に
通
知
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　指
定
後
に
お
い
て
も
、
地
権

者
に
は
、
誠
意
を
も
っ
て
理
解

を
求
め
て
い
く
。

①
沖
縄
防
衛
局
は
５
月
11
日
北

部
訓
練
場
安
波
地
内
の
Ｈ
地
区

と
呼
ば
れ
る
場
所
の
ヘ
リ
パ
ッ

ド
建
設
工
事
に
向
け
た
入
札
を

公
告
し
た
と
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
。
高
江
の
集
落
に
近
い

Ｎ
４
地
区
の
２
カ
所
は
完
成
し

て
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
安
波
地
内
に

４
カ
所
の
新
た
な
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
計
画
を
容
認
す
る
の
か
。

②
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
、

豊
か
な
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ

県
民
の
大
切
な
水
源
地
域
で
も

あ
る
本
村
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
が

訓
練
す
る
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
計

画
の
断
念
と
北
部
訓
練
場
無
条

件
全
面
返
還
を
求
め
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
返
還

後
は
速
や
か
に
国
立
公
園
地
域

に
指
定
し
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
目
指
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
努
力
で
き
な
い

か
。

③
新
た
な
安
波
地
内
ヘ
リ
パ
ッ

ド
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
将
来

に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、

行
政
は
当
事
者
と
し
て
責
任
を

自
覚
し
、
住
民
説
明
会
の
開
催

と
住
民
意
識
の
調
査
を
早
期
に

実
施
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み

と
対
応
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の

か
。

①
や
ん
ば
る
地
域
が
国
立
公
園

の
指
定
、
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
希
少

な
動
植
物
の
保
全
と
観
光
振
興

の
両
方
で
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
県
民
の
大
切
な
水
源
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

　北
部
訓
練
場
過
半
の
返
還
を

条
件
に
、
村
内
で
４
つ
の
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
計
画
が
あ
り
ま

す
。
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
つ
い

て
は
、
村
民
の
合
意
形
成
が
な

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
簡
単
に

賛
成
と
か
、
反
対
と
は
言
い
難

く
、
日
米
特
別
行
動
委
員
会
、

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
合
意
ど
お
り
、
早

期
の
過
半
返
還
を
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
さ
ら
に
北
部
訓
練
場
の
無
条

件
全
面
返
還
を
求
め
る
べ
き
だ

と
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
米
間
の
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
建
設
計
画
に
伴
う
住
民
説
明

会
の
開
催
と
住
民
の
意
識
調
査

の
実
施
に
つ
い
て
も
、
村
民
の

合
意
形
成
が
重
要
で
あ
り
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

他
に
左
記
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

○
謝
敷
海
岸
の
緊
急
保
全
対
策

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
辺
戸
蔡
温
松
並
木
保
全
公
園

と
安
波
ヒ
ラ
バ
ン
タ
公
園
の
管

理
に
つ
い
て

○
辺
土
名
漁
港
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
赤
瓦
葺
東
屋
の
補
修
に

つ
い
て

○
辺
野
喜
１
号
林
道
を
伊
江
林

道
に
編
入
し
、
沖
縄
県
へ
管
理

移
管
で
き
な
い
か
。

○
猟
犬
に
よ
る
家
畜
へ
の
被
害

の
再
発
防
止
策
の
徹
底
に
つ
い

て○
辺
野
喜
分
校
跡
地
利
用
の
平

成
28
年
度
事
業
化
の
推
進
に
つ

い
て

○
奥
地
方
港
に
お
け
る
漁
業
者

の
操
業
安
全
確
保
に
つ
い
て

○
永
続
的
な
水
源
地
域
の
振
興

策
を
財
政
支
援
す
る
新
た
な
制

度
の
創
設
と
拡
充
を
求
め
て

○
行
政
無
線
放
送
の
難
聴
解
消

に
つ
い
て

○
国
頭
村
へ
の
誘
客
効
果
を
高

め
る
目
玉
と
し
て
巨
大
ウ
ナ
ギ

展
示
水
槽
の
設
置
に
つ
い
て

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
や
ん
ば
る
国
立
公
園

（
仮
称
）
指
定
と
世
界

自
然
遺
産
登
録
へ
の
対

応
に
つ
い
て

問
新
た
な
安
波
地
内
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
計
画
と
北

部
訓
練
場
無
条
件
全
面

返
還
に
つ
い
て

県
道
70
号
線
か
ら
北
部
訓
練
場
安
波

地
内
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
Ｎ
１
出
入
口

現
場
を
機
動
隊
及
び
警
備
員
が
包
囲

し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　村
長
は
、
平
成
28
年
度
施
政

方
針
の
中
で
、
本
村
の
人
口
減

少
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。　平

成
27
年
の
国
勢
調
査
で
、

４
９
２
２
人
で
５
年
前
よ
り
２

６
６
人
も
減
少
し
て
お
り
、
人

口
減
少
対
策
は
喫
緊
の
課
題
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　人
口
を
維
持
・
増
加
さ
せ
る

た
め
に
、
雇
用
の
創
出
、
住
宅

の
確
保
、
子
育
て
支
援
等
を
掲

げ
、
住
宅
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
、
定
住
促
進
住

宅
及
び
宅
地
造
成
の
整
備
を
進

め
併
せ
て
、
空
き
家
活
用
も
検

討
し
た
い
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

５
年
間
で
２
６
６
人
も
人
口
が

減
少
し
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
で

推
移
し
て
い
く
と
、
10
年
後

は
、
５
３
２
人
も
の
人
口
が
減

少
す
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
い
ろ
い
ろ
施
策
が
あ
る
と

思
う
が
、
喫
緊
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
い
く
つ
か
質
問
し
ま

す
。　リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
誘
致
し

た
り
、
辺
戸
岬
周
辺
整
備
計
画

等
を
進
め
、
雇
用
の
創
出
を
図

り
、
人
口
増
加
に
つ
な
げ
る
施

策
を
急
い
で
進
め
て
欲
し
い

し
、
大
い
に
期
待
も
し
て
い
ま

す
。　し

か
し
、
現
在
、
辺
戸
岬
に

あ
る
大
石
林
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
観
光
施
設
は
、
年
々

観
光
客
が
増
加
し
、
今
で
は
、

国
頭
村
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
県
内
外
に
知
れ
渡
り
、
現

在
11
名
の
職
員
で
運
営
し
て
、

近
い
将
来
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
計

画
し
、
22
名
ほ
ど
の
職
員
採
用

を
予
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　村
内
に
ア
パ
ー
ト
や
空
き
家

も
な
い
現
状
で
辺
戸
地
区
に
村

営
住
宅
を
建
設
し
、
地
元
の
人

や
大
石
林
山
の
職
員
や
将
来
辺

戸
岬
周
辺
整
備
で
働
く
人
々
の

住
宅
を
つ
く
れ
な
い
か
伺
う
。

　ま
た
、
施
政
方
針
に
あ
っ
た

定
住
促
進
住
宅
及
び
宅
地
造
成

の
整
備
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　ま
ず
、
辺
戸
地
区
に
村
営
住

宅
を
つ
く
れ
な
い
か
ど
う
か
と

い
う
件
で
あ
り
ま
す
。

　村
営
住
宅
の
入
居
募
集
申
し

込
み
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
総
戸
数

19
戸
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の

が
、
82
世
帯
で
平
均
申
込
倍
率

は
4.3
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
３
年
間
で
申
込
倍
率
が
高

い
団
地
は
、
半
地
団
地
の
10

倍
、
浜
団
地
の
９
倍
、
辺
土
名

団
地
の
6.9
倍
で
申
し
込
み
数
が

募
集
数
に
満
た
な
か
っ
た
団
地

は
、
佐
手
団
地
、
安
田
団
地
２

号
棟
、
安
波
団
地
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
辺
土
名

地
域
、
奥
間
地
域
は
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
西
部
地
域
及
び
東
部
地

域
は
低
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
辺
戸
地
区
へ
の
公
営
住

宅
の
建
設
は
厳
し
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　定
住
促
進
住
宅
に
つ
き
ま
し

て
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活

用
し
、
楚
州
地
区
及
び
比
地
地

区
に
お
い
て
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、
今
年
度
は
、
楚
州
地
区

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　今
後
の
住
宅
施
策
の
展
開
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
に
整
備
計

画
の
あ
る
比
地
地
区
を
含
め
、

順
次
検
討
し
て
い
く
予
定
で

す
。　宅

地
造
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
整
備
用
地
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
、
事
業
の

具
体
化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。　現

在
あ
る
大
石
林
山
の
雇
用

と
い
う
の
は
、
相
当
大
き
な
も

の
が
あ
り
、
ま
た
、
辺
戸
岬
構

想
を
考
え
た
場
合
に
、
辺
戸
地

区
に
公
営
住
宅
等
、
手
を
打
た

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
伺
う
。

　辺
戸
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
そ

の
当
た
り
の
情
報
は
、
入
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　公
営
住
宅
と
定
住
促
進
住
宅

の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
過
疎
債
で
楚
洲

や
、
比
地
に
計
画
し
て
い
ま

す
。
辺
戸
地
区
の
住
宅
関
連
に

つ
い
て
は
、
過
疎
計
画
の
中
で

今
、
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
住

宅
関
係
、
そ
の
よ
う
な
進
捗
を

見
な
が
ら
、
新
た
な
需
要
も
検

討
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ア
パ
ー
ト
、
住
宅
を
つ
く
る

に
し
て
も
農
業
振
興
地
域
の
農

地
法
、
こ
れ
が
す
ご
く
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
５
ヵ
年
に
一
度
の
見
直

し
が
あ
る
が
、
解
除
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い

る
か
。

　５
年
に
一
度
の
総
合
見
直

し
、
さ
ら
に
緊
急
性
が
出
た
場

合
は
、
随
時
そ
の
要
件
に
当
て

は
ま
る
よ
う
な
事
案
か
ら
、
農

振
地
域
の
除
外
等
も
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
あ
た
り

農
村
地
域
も
前
提
に
お
き
な
が

ら
、
農
業
振
興
も
や
っ
て
い
く

意
味
か
ら
案
件
に
対
し
て
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

宮 城  誠
議員

問
国
頭
村
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て

答
大
城
靖 

経
済
課
長

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】

答
神
山
徳
夫

企
画
商
工
観
光
課
長

山 城  正 和
議員

答
宮
城
久
和 

村
長
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　去
っ
た
３
月
定
例
会
の
時
点

で
国
立
公
園
予
定
区
域
の
地
権

者
へ
の
制
度
の
周
知
徹
底
を
図

る
た
め
の
通
知
文
書
が
５
３
１

人
に
不
達
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
現
在
の
状
況

と
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。　そ

の
後
、
登
記
情
報
を
確
認

し
て
新
た
に
21
人
に
通
知
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　指
定
後
に
お
い
て
も
、
地
権

者
に
は
、
誠
意
を
も
っ
て
理
解

を
求
め
て
い
く
。

①
沖
縄
防
衛
局
は
５
月
11
日
北

部
訓
練
場
安
波
地
内
の
Ｈ
地
区

と
呼
ば
れ
る
場
所
の
ヘ
リ
パ
ッ

ド
建
設
工
事
に
向
け
た
入
札
を

公
告
し
た
と
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
。
高
江
の
集
落
に
近
い

Ｎ
４
地
区
の
２
カ
所
は
完
成
し

て
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。
安
波
地
内
に

４
カ
所
の
新
た
な
ヘ
リ
パ
ッ
ド

建
設
計
画
を
容
認
す
る
の
か
。

②
貴
重
な
動
植
物
が
生
息
し
、

豊
か
な
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ

県
民
の
大
切
な
水
源
地
域
で
も

あ
る
本
村
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
が

訓
練
す
る
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
計

画
の
断
念
と
北
部
訓
練
場
無
条

件
全
面
返
還
を
求
め
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
返
還

後
は
速
や
か
に
国
立
公
園
地
域

に
指
定
し
、
世
界
自
然
遺
産
登

録
を
目
指
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
努
力
で
き
な
い

か
。

③
新
た
な
安
波
地
内
ヘ
リ
パ
ッ

ド
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
将
来

に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、

行
政
は
当
事
者
と
し
て
責
任
を

自
覚
し
、
住
民
説
明
会
の
開
催

と
住
民
意
識
の
調
査
を
早
期
に

実
施
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
取
り
組
み

と
対
応
は
ど
う
さ
れ
て
い
る
の

か
。

①
や
ん
ば
る
地
域
が
国
立
公
園

の
指
定
、
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
希
少

な
動
植
物
の
保
全
と
観
光
振
興

の
両
方
で
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
県
民
の
大
切
な
水
源
地
域

で
も
あ
り
ま
す
。

　北
部
訓
練
場
過
半
の
返
還
を

条
件
に
、
村
内
で
４
つ
の
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
計
画
が
あ
り
ま

す
。
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
に
つ
い

て
は
、
村
民
の
合
意
形
成
が
な

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
簡
単
に

賛
成
と
か
、
反
対
と
は
言
い
難

く
、
日
米
特
別
行
動
委
員
会
、

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
合
意
ど
お
り
、
早

期
の
過
半
返
還
を
求
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
さ
ら
に
北
部
訓
練
場
の
無
条

件
全
面
返
還
を
求
め
る
べ
き
だ

と
の
ご
質
問
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
米
間
の
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
建
設
計
画
に
伴
う
住
民
説
明

会
の
開
催
と
住
民
の
意
識
調
査

の
実
施
に
つ
い
て
も
、
村
民
の

合
意
形
成
が
重
要
で
あ
り
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

他
に
左
記
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

○
謝
敷
海
岸
の
緊
急
保
全
対
策

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
辺
戸
蔡
温
松
並
木
保
全
公
園

と
安
波
ヒ
ラ
バ
ン
タ
公
園
の
管

理
に
つ
い
て

○
辺
土
名
漁
港
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
赤
瓦
葺
東
屋
の
補
修
に

つ
い
て

○
辺
野
喜
１
号
林
道
を
伊
江
林

道
に
編
入
し
、
沖
縄
県
へ
管
理

移
管
で
き
な
い
か
。

○
猟
犬
に
よ
る
家
畜
へ
の
被
害

の
再
発
防
止
策
の
徹
底
に
つ
い

て○
辺
野
喜
分
校
跡
地
利
用
の
平

成
28
年
度
事
業
化
の
推
進
に
つ

い
て

○
奥
地
方
港
に
お
け
る
漁
業
者

の
操
業
安
全
確
保
に
つ
い
て

○
永
続
的
な
水
源
地
域
の
振
興

策
を
財
政
支
援
す
る
新
た
な
制

度
の
創
設
と
拡
充
を
求
め
て

○
行
政
無
線
放
送
の
難
聴
解
消

に
つ
い
て

○
国
頭
村
へ
の
誘
客
効
果
を
高

め
る
目
玉
と
し
て
巨
大
ウ
ナ
ギ

展
示
水
槽
の
設
置
に
つ
い
て

答
宮
城
久
和 

村
長

答
宮
城
久
和 

村
長

問
や
ん
ば
る
国
立
公
園

（
仮
称
）
指
定
と
世
界

自
然
遺
産
登
録
へ
の
対

応
に
つ
い
て

問
新
た
な
安
波
地
内
ヘ
リ

パ
ッ
ド
建
設
計
画
と
北

部
訓
練
場
無
条
件
全
面

返
還
に
つ
い
て

県
道
70
号
線
か
ら
北
部
訓
練
場
安
波

地
内
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
Ｎ
１
出
入
口

現
場
を
機
動
隊
及
び
警
備
員
が
包
囲

し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　村
長
は
、
平
成
28
年
度
施
政

方
針
の
中
で
、
本
村
の
人
口
減

少
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。　平

成
27
年
の
国
勢
調
査
で
、

４
９
２
２
人
で
５
年
前
よ
り
２

６
６
人
も
減
少
し
て
お
り
、
人

口
減
少
対
策
は
喫
緊
の
課
題
だ

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　人
口
を
維
持
・
増
加
さ
せ
る

た
め
に
、
雇
用
の
創
出
、
住
宅

の
確
保
、
子
育
て
支
援
等
を
掲

げ
、
住
宅
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
、
定
住
促
進
住

宅
及
び
宅
地
造
成
の
整
備
を
進

め
併
せ
て
、
空
き
家
活
用
も
検

討
し
た
い
と
あ
り
ま
す
。
こ
の

５
年
間
で
２
６
６
人
も
人
口
が

減
少
し
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
で

推
移
し
て
い
く
と
、
10
年
後

は
、
５
３
２
人
も
の
人
口
が
減

少
す
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
い
ろ
い
ろ
施
策
が
あ
る
と

思
う
が
、
喫
緊
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
い
く
つ
か
質
問
し
ま

す
。　リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
誘
致
し

た
り
、
辺
戸
岬
周
辺
整
備
計
画

等
を
進
め
、
雇
用
の
創
出
を
図

り
、
人
口
増
加
に
つ
な
げ
る
施

策
を
急
い
で
進
め
て
欲
し
い

し
、
大
い
に
期
待
も
し
て
い
ま

す
。　し

か
し
、
現
在
、
辺
戸
岬
に

あ
る
大
石
林
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
観
光
施
設
は
、
年
々

観
光
客
が
増
加
し
、
今
で
は
、

国
頭
村
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
県
内
外
に
知
れ
渡
り
、
現

在
11
名
の
職
員
で
運
営
し
て
、

近
い
将
来
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
計

画
し
、
22
名
ほ
ど
の
職
員
採
用

を
予
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　村
内
に
ア
パ
ー
ト
や
空
き
家

も
な
い
現
状
で
辺
戸
地
区
に
村

営
住
宅
を
建
設
し
、
地
元
の
人

や
大
石
林
山
の
職
員
や
将
来
辺

戸
岬
周
辺
整
備
で
働
く
人
々
の

住
宅
を
つ
く
れ
な
い
か
伺
う
。

　ま
た
、
施
政
方
針
に
あ
っ
た

定
住
促
進
住
宅
及
び
宅
地
造
成

の
整
備
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　ま
ず
、
辺
戸
地
区
に
村
営
住

宅
を
つ
く
れ
な
い
か
ど
う
か
と

い
う
件
で
あ
り
ま
す
。

　村
営
住
宅
の
入
居
募
集
申
し

込
み
状
況
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
総
戸
数

19
戸
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
申
し
込
み
が
あ
っ
た
の

が
、
82
世
帯
で
平
均
申
込
倍
率

は
4.3
倍
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
３
年
間
で
申
込
倍
率
が
高

い
団
地
は
、
半
地
団
地
の
10

倍
、
浜
団
地
の
９
倍
、
辺
土
名

団
地
の
6.9
倍
で
申
し
込
み
数
が

募
集
数
に
満
た
な
か
っ
た
団
地

は
、
佐
手
団
地
、
安
田
団
地
２

号
棟
、
安
波
団
地
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
辺
土
名

地
域
、
奥
間
地
域
は
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
西
部
地
域
及
び
東
部
地

域
は
低
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
辺
戸
地
区
へ
の
公
営
住

宅
の
建
設
は
厳
し
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　定
住
促
進
住
宅
に
つ
き
ま
し

て
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
活

用
し
、
楚
州
地
区
及
び
比
地
地

区
に
お
い
て
整
備
を
予
定
し
て

お
り
、
今
年
度
は
、
楚
州
地
区

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　今
後
の
住
宅
施
策
の
展
開
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
に
整
備
計

画
の
あ
る
比
地
地
区
を
含
め
、

順
次
検
討
し
て
い
く
予
定
で

す
。　宅

地
造
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
整
備
用
地
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
、
事
業
の

具
体
化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。　現

在
あ
る
大
石
林
山
の
雇
用

と
い
う
の
は
、
相
当
大
き
な
も

の
が
あ
り
、
ま
た
、
辺
戸
岬
構

想
を
考
え
た
場
合
に
、
辺
戸
地

区
に
公
営
住
宅
等
、
手
を
打
た

な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
が
ど

う
か
伺
う
。

　辺
戸
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
そ

の
当
た
り
の
情
報
は
、
入
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　公
営
住
宅
と
定
住
促
進
住
宅

の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
過
疎
債
で
楚
洲

や
、
比
地
に
計
画
し
て
い
ま

す
。
辺
戸
地
区
の
住
宅
関
連
に

つ
い
て
は
、
過
疎
計
画
の
中
で

今
、
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
住

宅
関
係
、
そ
の
よ
う
な
進
捗
を

見
な
が
ら
、
新
た
な
需
要
も
検

討
し
な
が
ら
計
画
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　ア
パ
ー
ト
、
住
宅
を
つ
く
る

に
し
て
も
農
業
振
興
地
域
の
農

地
法
、
こ
れ
が
す
ご
く
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
５
ヵ
年
に
一
度
の
見
直

し
が
あ
る
が
、
解
除
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い

る
か
。

　５
年
に
一
度
の
総
合
見
直

し
、
さ
ら
に
緊
急
性
が
出
た
場

合
は
、
随
時
そ
の
要
件
に
当
て

は
ま
る
よ
う
な
事
案
か
ら
、
農

振
地
域
の
除
外
等
も
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
あ
た
り

農
村
地
域
も
前
提
に
お
き
な
が

ら
、
農
業
振
興
も
や
っ
て
い
く

意
味
か
ら
案
件
に
対
し
て
し
っ

か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

宮 城  誠
議員

問
国
頭
村
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て

答
大
城
靖 

経
済
課
長

【
再
質
問
】

【
再
質
問
】

答
神
山
徳
夫

企
画
商
工
観
光
課
長

山 城  正 和
議員

答
宮
城
久
和 

村
長
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　日本のメダルダッシュに沸いたリオ五輪も、１７日間にわたる熱戦の幕を閉じた。史上最多
となった計４１個のメダルの獲得は、４年後の東京五輪への期待を大きくさせる。思う様な結
果が出せなかった選手も、閉会式では誇らしい笑顔を見せた。沢山の感動と勇気を与えてくれ
た選手団に感謝　!
　さて、議員の任期も１期４年。　前半を終えようとしている今、村民の期待と声にちゃんと
応えられているか己に問い、後半に向かおう。

２番　宮城千賀子

議 員 の ひ と こ と

米軍属による県内
女性死体遺棄事件に対する意見書
　平成２８年４月２８日から行方不明になっていた県内の女性会社員が恩納村の県道１０４号線

沿いの雑木林で遺体となって発見され、沖縄県警は嘉手納基地で軍属として働く男を逮捕した。

米軍属による今回の死体遺棄事件は、再び沖縄県民に大きな衝撃と不安を与えている。

　前途ある若者の未来を断ち切り親族や友人、関係者、沖縄県民を深い悲しみと怒りに陥れた。

　これまで、米軍人、軍属等による事件・事故が発生するたびに綱紀粛正や再発防止の強化、

教育の徹底、外出禁止令等を沖縄防衛局や在沖米国総領事等関係機関へ再三抗議・要請をし

ているにもかかわらず、事件が繰り返されることに激しい憤りを禁じ得ない。度重なる、米軍人、

軍属等による事件・事故は、県民に不安と恐怖を与えており、これまで再発防止策を講ずるよ

う要請してきたが効果を上げておらず、より抜本的な対策を強く求める。

　よって、本村議会は事件の全容解明を求めるとともに、県民の人権、生命、財産を守る立場

から、今後いかなる事件・事故も起こさぬよう厳重に抗議するとともに、下記の事項が速やか

に実現されるよう強く要求する。

記

１　遺族に対する謝罪と完全な補償を行うこと

２　日米地位協定を抜本的に改定すること

３　米軍人・軍属の綱紀粛正と教育を徹底し、実効性のある再発防止策を速やかに公表すること

４　在沖米軍基地の整理縮小、米兵の削減を促進すること

　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２８年６月２日

沖縄県国頭村議会

宛　　先

内閣総理大臣　　防衛大臣　　外務大臣　　内閣官房長官

沖縄及び北方対策担当大臣　　外務省沖縄特命全権大使　　沖縄防衛局長


